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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 549,646 △18.6 16,662 56.5 8,782 96.8 3,462 △36.9

22年3月期第2四半期 675,551 △4.1 10,645 ― 4,461 ― 5,485 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 3.06 ―

22年3月期第2四半期 5.15 5.10

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 1,394,901 288,506 20.6 252.11
22年3月期 1,501,290 297,179 19.0 262.15

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  287,303百万円 22年3月期  285,753百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00

23年3月期 ― 2.50

23年3月期 
（予想）

― 2.50 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,320,000 △8.5 37,000 3.9 23,000 △17.1 12,000 △43.5 10.53

09510281
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(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
 基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお 
 り、実際の業績等は様々な要因により上記予想値と異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、【添付資料】２ペー 
 ジ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．３「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 1,140,268,860株 22年3月期  1,090,622,482株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  653,618株 22年3月期  585,382株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 1,131,781,988株 22年3月期2Q 1,064,324,840株



（参 考）個別業績の概要 
 
１．平成23年3月期第2四半期の個別業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

（１）個別経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円           ％ 百万円           ％ 百万円           ％ 百万円           ％

23年 3月期第2四半期 441,922 △19.0 18,982   112.6 13,572   143.7 5,288 △16.3

22年 3月期第2四半期 545,826  △4.3 8,928   ― 5,570   ― 6,314   ―

 

 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

潜 在 株 式 調 整 後

１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

23年 3月期第2四半期 4.67 4.63

22年 3月期第2四半期 5.93 5.84

 
（２）個別財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

23年 3月期第2四半期 1,147,537 258,775 22.6 227.07

22年 3月期 1,231,467 254,723 20.7 233.68

(参考)自己資本 23年3月期第2四半期 258,775百万円 22年3月期 254,723百万円 

 
２．平成23年3月期の個別業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

                                                                                                  （％表示は、対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円           ％ 百万円           ％ 百万円           ％ 百万円           ％ 円   銭

通  期 1,030,000   △8.9 28,500   5.9 20,000  △20.2 9,000    23.3 7.90

(注)当四半期における業績予想の修正有無 有 

 
※業績予想の適切な利用に関する説明 

上記の業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は

様々な要因により上記予想値と異なる結果となる可能性があります。 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 
 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 
  

日本経済は、デフレ状態から脱却できないばかりか、円高の進行が輸出拡大による景気回復シ

ナリオを無力化していることから、景気減速リスクが強まっています。 

国内土木市場は公共事業関係費の大幅な減少が続いており、また、国内建築市場は、日本経済

の景気回復に伴う需要回復期待がありましたが、現在は減速懸念が再燃しただけではなく国内企

業の海外投資比率が高まる傾向にあり、国内投資の縮小は避けられない状況にあります。 

こうした状況のもと、当社グループは中期経営計画（2009～2011 年度）に基づき「海外事業の

再構築」「入手時リスク管理の徹底」「事業における選択と集中」「生産システムの改善」「財務体

質の強化」という５つの課題に取組んだ結果、当第２四半期の経営成績につきましては次のとお

りとなりました。 

売上高は、主として当社の土木事業及び建築事業の減少により前年同期比 18.6％減の 5,496 億

円となったものの、売上総利益は当社の建築事業の利益率改善等により同 2.7％増の 546 億円とな

り、通期の業績予想に対する進捗率は各々41.6％、45.9％となりました。 

売上総利益の増加に加え、販管費の削減が順調に進み前年同期比 10.8％減の 379 億円（進捗率

46.3％）となったことから、営業利益は同 56.5％増の 166 億円（進捗率 45.0％）、経常利益は同

96.8％増の 87 億円（進捗率 38.2％）となりました。四半期純利益は、投資有価証券売却益の減少

等に伴う特別損益の悪化により同 36.9％減の 34 億円（進捗率 28.9％）となりました。 

なお、当社グループの主たる事業である土木事業、建築事業及び開発事業には、完成物件の引

渡しが下半期、特に第４四半期に偏るという季節的変動要因があるため、第２四半期の経営成績

は、全般的に通期の業績予想に対し進捗率が低くなる傾向があります。 
 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 
 

資産合計は、回収に伴う完成工事未収入金の減少等により前連結会計年度末比 7.1％・1,063 億

円減少し、1兆 3,949 億円となりました。 

負債合計は、支払に伴う工事未払金の減少等により前連結会計年度末比 8.1％・977 億円減少し、

1兆 1,063 億円となりました。 

純資産は、株式相場下落に伴うその他有価証券評価差額金の減少等により前連結会計年度末比

2.9％・86 億円減少し、2,885 億円となりました。 
 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 
 

・平成 22 年度の日本経済は、景気対策効果が薄れることにより消費が落ち込み、また、世界経

済の回復が遅れていることに加え円高が進行したことにより輸出が落ち込むことから、年度後

半から減速する可能性が高いと思われます。 

・このような状況を踏まえ、当期の連結業績予想は、売上高 1 兆 3,200 億円（500 億円減）、営

業利益は 370 億円（30 億円増）、経常利益は 230 億円（変更なし）、当期純利益は 120 億円（変

更なし）に修正しております。なお、受注高は 1兆 3,600 億円（変更なし）を予想しておりま

す（カッコ内は平成 22 年５月 13 日に開示した業績予想からの増減額を記載しております。）。 
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２．その他の情報 

 

（１）重要な子会社の異動の概要（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 

該当事項はありません。 

 

 

（２） 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 

１．簡便な会計処理 

 

（棚卸資産の評価方法）  

   棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性が低下していることが明らかな棚卸資産について

のみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行なう方法によっております。 

 

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

定率法を採用している固定資産の減価償却費の算定方法に関しては、連結会計年度に係る減

価償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。 

 

（繰延税金資産の回収可能性の判断） 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい

変化が生じておらず、かつ、一時差異等の発生状況について著しい変化がないと認められる場

合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利

用する方法によっております。 

ただし、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化が生じ、又は、一時差異等の発生

状況について著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度決算において使用した将来の

業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法に

よっております。 

 

（工事原価総額の見積方法） 

  工事原価総額の見積りに関しては、工事の完成間近で工事原価総額を容易に見積ることが可

能な工事契約及び当四半期連結会計期間末における工事原価総額が、前連結会計年度末又は直

前の四半期連結会計期間末に見積った工事原価総額から著しく変動しているものと認められる

工事契約を除き、前連結会計年度末又は直前の四半期連結会計期間末に見積った工事原価総額

を、当四半期連結会計期間末における工事原価総額の見積額とする方法によっております。 

 

 

２．特有の会計処理 

 

（税金費用の計算） 

税金費用に関しては、主として当四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

ただし、税金等調整前四半期純損失となった場合等には、法定実効税率を乗じて計算してお

ります。 

なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 
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（３） 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 

（「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用）

第１四半期連結会計期間から「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号 平成 20

年３月 10 日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対

応報告第 24 号 平成 20 年３月 10 日）を適用しております。 

 この変更が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 

 

（「資産除去債務に関する会計基準」の適用） 

第１四半期連結会計期間から「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平

成 20 年３月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第 21 号 平成 20 年３月 31 日）を適用しております。 

 この変更により、従来の方法によった場合に比べ、営業利益及び経常利益が 27 百万円、税

金等調整前四半期純利益が 693 百万円それぞれ少なく計上されております。また、当会計基

準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 1,273 百万円であります。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 125,085 156,680

受取手形・完成工事未収入金等 303,363 394,554

未成工事支出金 129,616 109,687

たな卸不動産 166,408 151,629

その他のたな卸資産 10,533 10,888

その他 88,061 90,130

貸倒引当金 △386 △676

流動資産合計 822,682 912,894

固定資産   

有形固定資産   

土地 155,266 156,197

その他（純額） 79,632 82,336

有形固定資産合計 234,898 238,533

無形固定資産 7,595 7,430

投資その他の資産   

投資有価証券 204,748 216,099

その他 145,481 148,648

貸倒引当金 △20,505 △22,316

投資その他の資産合計 329,724 342,431

固定資産合計 572,218 588,395

資産合計 1,394,901 1,501,290
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 318,198 370,423

短期借入金 254,237 248,473

コマーシャル・ペーパー 7,999 29,990

1年内償還予定の社債 12,200 2,200

未成工事受入金 97,879 102,780

完成工事補償引当金 2,161 2,273

工事損失引当金 10,924 11,866

その他 84,687 126,018

流動負債合計 788,287 894,025

固定負債   

社債 41,700 37,800

新株予約権付社債 20,000 20,000

長期借入金 194,388 192,283

退職給付引当金 28,639 27,820

役員退職慰労引当金 585 548

関係会社事業損失引当金 1,011 880

環境対策引当金 319 451

その他 31,464 30,300

固定負債合計 318,107 310,085

負債合計 1,106,394 1,204,111

純資産の部   

株主資本   

資本金 112,448 112,448

資本剰余金 94,170 83,901

利益剰余金 79,341 78,604

自己株式 △187 △175

株主資本合計 285,772 274,778

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 7,163 16,212

繰延ヘッジ損益 △175 △63

土地再評価差額金 △2,540 △2,540

為替換算調整勘定 △2,917 △2,634

評価・換算差額等合計 1,530 10,974

少数株主持分 1,203 11,425

純資産合計 288,506 297,179

負債純資産合計 1,394,901 1,501,290
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（２）四半期連結損益計算書 
 （第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高   

完成工事高 609,669 494,079

開発事業等売上高 65,881 55,566

売上高合計 675,551 549,646

売上原価   

完成工事原価 568,882 449,469

開発事業等売上原価 53,513 45,576

売上原価合計 622,395 495,045

売上総利益   

完成工事総利益 40,787 44,610

開発事業等総利益 12,368 9,990

売上総利益合計 53,155 54,601

販売費及び一般管理費 42,509 37,938

営業利益 10,645 16,662

営業外収益   

受取配当金 1,728 1,496

その他 692 877

営業外収益合計 2,421 2,374

営業外費用   

支払利息 4,638 4,319

為替差損 － 4,010

その他 3,967 1,924

営業外費用合計 8,605 10,254

経常利益 4,461 8,782

特別利益   

前期損益修正益 1,018 1,164

投資有価証券売却益 6,686 －

その他 1,268 212

特別利益合計 8,973 1,377

特別損失   

投資有価証券評価損 491 －

減損損失 － 2,786

訴訟和解金 348 －

その他 114 1,296

特別損失合計 954 4,082

税金等調整前四半期純利益 12,480 6,076

法人税等 6,463 2,659

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,417

少数株主利益又は少数株主損失（△） 530 △44

四半期純利益 5,485 3,462
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 12,480 6,076

減価償却費 4,448 4,223

減損損失 － 2,786

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,300 △2,100

工事損失引当金の増減額（△は減少） △2,209 △942

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,759 818

受取利息及び受取配当金 △2,017 △1,809

支払利息 4,638 4,319

為替差損益（△は益） 1,366 4,010

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 491 －

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △6,651 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,241 91,054

未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,950 △19,922

たな卸不動産の増減額（△は増加） △995 △14,779

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） △1,770 －

投資その他の資産・その他の増減額（△は増加） － 10,790

仕入債務の増減額（△は減少） △82,969 △52,086

未成工事受入金の増減額（△は減少） 14,052 △4,863

その他の流動負債の増減額（△は減少） △23,483 △42,215

その他 4,179 2,072

小計 △78,690 △12,565

利息及び配当金の受取額 2,005 1,737

利息の支払額 △4,639 △4,211

法人税等の支払額 △1,731 △3,903

営業活動によるキャッシュ・フロー △83,055 △18,943
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △2,508 △3,881

有価証券及び投資有価証券の売却による収入 16,404 96

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,790 △3,429

有形及び無形固定資産の売却による収入 283 400

その他 535 △39

投資活動によるキャッシュ・フロー 11,924 △6,853

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △38,897 △6,268

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 32,033 △21,990

長期借入れによる収入 40,230 47,300

長期借入金の返済による支出 △41,688 △33,162

社債の発行による収入 9,974 14,935

社債の償還による支出 △10,000 △1,100

新株予約権付社債の発行による収入 19,609 －

配当金の支払額 △2,128 △2,725

その他 △235 △238

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,898 △3,250

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,161 △2,684

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △64,393 △31,731

現金及び現金同等物の期首残高 148,348 155,929

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

△1,002 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 82,952 124,197
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 該当事項はありません。 

  

  前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
 (注) １ 事業区分の方法 

      日本標準産業分類及び四半期連結損益計算書の売上高集計区分を勘案して区分しております。 

    ２ 各事業区分に属する主要な内容 

      建設事業・・・・・土木・建築その他建設工事全般に関する事業 

      開発事業・・・・・不動産の売買・賃貸・斡旋等不動産全般に関する事業 

      その他の事業・・・不動産管理事業他 

    ３ 会計処理基準等の変更 

      前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

       「４．その他 （３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載

      のとおり、第１四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12

      月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日

      ）を適用しております。 

       この変更により、従来の基準によった場合に比べ、前第２四半期連結累計期間の「建設事業」の売上高が

      11,991百万円、営業利益が1,030百万円それぞれ増加しております。 

  

  前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、四半期連結財務諸

表規則様式第二号(記載上の注意９)に基づき、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
 (注) １ 国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 

    ２ 各区分に属する主な国又は地域 

      アジア・・・・・・・シンガポール、台湾、ベトナム、スリランカ、タイ 

      中東・アフリカ・・・アルジェリア、カタール、アラブ首長国連邦、トルコ 

      北米・・・・・・・・米国 

    ３ 海外売上高は、連結会社の「本邦」以外の国又は地域における売上高であります。 

 
(４) 継続企業の前提に関する注記

(５) セグメント情報等

【事業の種類別セグメント情報】

建設事業 
(百万円)

開発事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する
売上高

609,669 35,342 30,539 675,551 － 675,551

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

7,513 403 7,063 14,981 △14,981 －

計 617,183 35,746 37,602 690,532 △14,981 675,551

営業利益 7,552 1,123 2,015 10,691 △45 10,645

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

アジア
中東・
アフリカ

北米 その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 18,370 73,770 10,488 2,569 105,199

Ⅱ 連結売上高（百万円） 675,551

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 2.7 10.9 1.6 0.4 15.6
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１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するため、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、本社に工事目的物・サービス別の本部を置いております。各本部は、取り扱う工事目的物・サ

ービスについて国内及び海外の包括的な戦略を連結子会社を含めて立案し、事業活動を展開しておりま

す。 

 したがって、当社は、本部を基礎とした工事目的物・サービス別のセグメントから構成されており、

「土木事業」、「建築事業」及び「開発事業」の３つを報告セグメントとしております。 

「土木事業」は、土木工作物の建設工事全般に関する事業であり、「建築事業」は、建築物の建設工事

全般に関する事業であります。また、「開発事業」は、不動産の売買・賃貸・斡旋等、不動産全般に関す

る事業であります。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
 (注) １ その他の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、受託研究・技術提供・環境測定等建

      設業に付帯関連する事業、レジャー関連事業、その他サービス業等を含んでおります。 

    ２ セグメント利益又は損失（△）の調整額△75百万円には、セグメント間取引消去等△46百万円、のれん償却

      額△28百万円が含まれております。 

    ３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「開発事業」セグメントにおいて事業用資産の減損損失を1,075百万円、「その他」において事業

用資産の減損損失を1,892百万円、「調整額」として△180百万円をそれぞれ計上しております。 

 なお、当第２四半期連結累計期間における減損損失計上額は、2,786百万円であります。 

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間から「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額 
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注３）土木 建築 開発 計

売上高

外部顧客への売上高 154,138 346,923 23,929 524,991 24,655 549,646 ― 549,646

セグメント間の内部売上高 
又は振替高

10,507 19,145 602 30,255 5,224 35,480 △35,480 ―

計 164,645 366,069 24,531 555,246 29,879 585,126 △35,480 549,646

セグメント利益又は損失（△） △749 16,166 △1,205 14,211 2,526 16,738 △75 16,662
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  当社は、平成22年４月１日付で、当社の連結子会社である有楽土地㈱を株式交換により完全子会社

としております。この結果、当第２四半期連結累計期間において資本準備金が10,253百万円（連結子

会社に対する株式交付による資本準備金の増加分36百万円を含めておりません。）増加しておりま

す。 

 

(６) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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４．(参考）四半期個別財務諸表

（１）（要約）四半期個別貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 104,749 135,012

受取手形・完成工事未収入金等 265,078 331,110

販売用不動産 70,689 63,303

未成工事支出金等 118,203 102,439

開発事業等支出金 28,892 29,115

その他 78,220 82,919

貸倒引当金 △116 △180

流動資産合計 665,716 743,721

固定資産

有形固定資産 99,336 100,626

無形固定資産 4,166 4,301

投資その他の資産

投資有価証券 259,070 259,839

その他 163,082 167,360

貸倒引当金 △43,834 △44,382

投資その他の資産合計 378,318 382,817

固定資産合計 481,820 487,745

資産合計 1,147,537 1,231,467
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（単位：百万円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 276,475 309,576

短期借入金 178,829 175,795

コマーシャル・ペーパー 7,999 29,990

1年内償還予定の社債 12,200 2,200

未成工事受入金 83,153 92,410

完成工事補償引当金 1,485 1,643

工事損失引当金 10,383 11,067

その他 106,360 153,580

流動負債合計 676,886 776,262

固定負債

社債 41,700 37,800

新株予約権付社債 20,000 20,000

長期借入金 128,272 123,211

退職給付引当金 12,896 11,630

関係会社事業損失引当金 2,416 1,932

環境対策引当金 282 412

その他 6,308 5,494

固定負債合計 211,875 200,481

負債合計 888,762 976,743

純資産の部

株主資本

資本金 112,448 112,448

資本剰余金 94,187 83,898

資本準備金 56,538 46,248

その他資本剰余金 37,649 37,650

利益剰余金 45,870 43,307

その他利益剰余金 45,870 43,307

固定資産圧縮積立金 2,822 2,822

別途積立金 31,500 29,500

繰越利益剰余金 11,548 10,984

自己株式 △187 △175

株主資本合計 252,319 239,479

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6,625 15,300

繰延ヘッジ損益 △170 △56

評価・換算差額等合計 6,455 15,244

純資産合計 258,775 254,723

負債純資産合計 1,147,537 1,231,467
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 （第２四半期累計期間） 

 

  

（２）（要約）四半期個別損益計算書

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高

完成工事高 537,033 432,203

開発事業等売上高 8,792 9,718

売上高合計 545,826 441,922

売上原価

完成工事原価 503,956 392,607

開発事業等売上原価 7,180 6,833

売上原価合計 511,136 399,441

売上総利益

完成工事総利益 33,077 39,595

開発事業等総利益 1,612 2,885

売上総利益合計 34,689 42,480

販売費及び一般管理費 25,760 23,498

営業利益 8,928 18,982

営業外収益

受取配当金 3,592 2,878

その他 611 748

営業外収益合計 4,204 3,627

営業外費用

支払利息 3,473 3,215

為替差損 1,530 3,971

その他 2,558 1,850

営業外費用合計 7,562 9,037

経常利益 5,570 13,572

特別利益

投資有価証券売却益 6,678 －

その他 931 271

特別利益合計 7,610 271

特別損失 551 2,738

税引前四半期純利益 12,629 11,105

法人税等 6,314 5,817

四半期純利益 6,314 5,288
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５．補足情報 

（１）平成23年３月期連結業績予想の概要 
                               （単位：億円、億円未満は四捨五入（一部端数調整）） 

  第２四半期累計期間 通   期 
  前期 当 期 前期 当 期 

  
H21.4.1～ 

H21.9.30 
H22.4.1～H22.9.30 

H21.4.1～

H22.3.31
H22.4.1～H23.3.31 

      
  

実績 
※当初 
 予想 

実績 
対前期 対当初

実績 
※当初
 予想

修正 
予想 対前期 対当初

受注高 5,353 5,600 5,256 △97 △344 12,444 13,600 13,600 1,156 ―

土木事業 965 1,600 1,362 397 △238 2,819 3,400 3,400 581 ―

建築事業 3,771 3,600 3,401 △370 △199 8,374 9,000 9,000 626 ―

開発事業 398 200 241 △157 41 761 700 700 △61 ―
 

その他 219 200 252 33 52 490 500 500 10 ―

売上高 6,756 6,000 5,496 △1,260 △504 14,420 13,700 13,200 △1,220 △500

土木事業 2,166 1,700 1,541 △625 △159 4,570 4,000 3,600 △970 △400

建築事業 4,001 3,900 3,469 △532 △431 8,519 8,500 8,400 △119 △100

開発事業 365 200 239 △126 39 841 700 700 △141 ―
 

その他 224 200 247 23 47 490 500 500 10 ―

％ 7.9 7.8 9.9 2.0 2.1 8.6 8.5 9.0 0.4 0.5

売上総利益 532 470 546 14 76 1,234 1,170 1,190 △44 20

％ 5.7 6.5 5.1 △0.6 △1.4 5.6 7.0 6.9 1.3 △0.1

土木事業 123 110 78 △45 △32 257 280 250 △7 △30

％ 7.4 7.4 10.8 3.4 3.4 9.1 8.2 8.9 △0.2 0.7

建築事業 295 290 373 78 83 779 700 750 △29 50

％ 22.5 20.0 19.7 △2.8 △0.3 15.3 15.7 14.3 △1.0 △1.4

開発事業 82 40 47 △35 7 129 110 100 △29 △10

％ 14.3 15.0 19.4 5.1 4.4 14.1 16.0 18.0 3.9 2.0

 

その他 32 30 48 16 18 69 80 90 21 10

％ △6.3 △6.6 △6.9 △0.6 △0.3 △6.1 △6.0 △6.2 △0.1 △0.2

販管費 △426 △400 △379 47 21 △878 △830 △820 58 10

％ 1.6 1.2 3.0 1.4 1.8 2.5 2.5 2.8 0.3 0.3

営業利益 106 70 167 61 97 356 340 370 14 30

営業外収益 25 25 24 △1 △1 44 35 40 △4 5

営業外費用 △86 △75 △103 △17 △28 △123 △145 △180 △57 △35

（金融収支） △27 △33 △25 2 8 △62 △81 △69 △7 12

％ 0.7 0.3 1.6 0.9 1.3 1.9 1.7 1.7 △0.2 ―

経常利益 45 20 88 43 68 277 230 230 △47 ―

特別利益 90 10 14 △76 4 360 20 25 △335 5

特別損失 △10 △10 △41 △31 △31 △282 △20 △45 237 △25

％ 1.9 0.3 1.1 △0.8 0.8 2.5 1.7 1.6 △0.9 △0.1

税金等調整前当期純利益 125 20 61 △64 41 355 230 210 △145 △20

法人税等 △65 △10 △27 38 △17 △145 △110 △90 55 20

％ ― 0.2 0.6 ― 0.4 ― 0.9 0.9 ― ―

少数株主損益調整前当期純利益 ― 10 34 ― 24 ― 120 120 ― ―

少数株主損益 △5 ― 1 6 1 2 ― ― △2 ―

％ 0.8 0.2 0.6 △0.2 0.4 1.5 0.9 0.9 △0.6 ―

当期純利益 55 10 35 △20 25 212 120 120 △92 ―

 ※「当初予想」は平成22年５月13日付で開示した業績予想を記載しております。なお、平成22年10月20日付で第２四半期累計 

期間の業績予想を修正開示しておりますので、第２四半期累計期間の修正予想につきましては開示文書をご覧ください。 

※当資料における「受注高」、「売上高」及び「売上総利益」はセグメント情報における報告セグメント等によっております。

 したがいまして「土木事業」と「建築事業」の合計及び「開発事業」と「その他」の合計は、当第２四半期連結累計期間の 

 「完成工事高」・「開発事業等売上高」及び「完成工事総利益」・「開発事業等総利益」と各々一致しません。 
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（２）［連結］受注高・売上高・繰越高 

 

① 受　注　高 （単位:百万円）

土 木 事 業 96,568 136,190 　 39,622 281,949

建 築 事 業 377,124 340,142 △ 36,982 837,356

開 発 事 業 39,754 24,060 △ 15,694 76,158

そ の 他 21,883 25,171 　 3,288 48,975

合　　　      計 535,330 525,564 △ 9,765 1,244,439

② 売  上  高

土 木 事 業 216,602 154,138 △ 62,464 456,949

建 築 事 業 400,103 346,923 △ 53,179 851,909

開 発 事 業 36,432 23,929 △ 12,503 84,077

そ の 他 22,412 24,655 　 2,242 49,038

合　　　      計 675,551 549,646 △ 125,905 1,441,975

③ 次期繰越高

土 木 事 業 433,496 360,583 △ 72,913 378,530

建 築 事 業 1,183,838 1,185,483 　 1,644 1,192,265

開 発 事 業 11,394 283 △ 11,110 152

そ の 他 ― 982 　 982 465

合　　　      計 1,628,729 1,547,332 △ 81,396 1,571,414

至平成22.9.30

自平成21.4. 1

至平成22.3.31

比較増減(△)

比較増減(△)

至平成22.9.30

連結累計期間
前連結会計年度

連結累計期間

自平成21.4. 1

区　　  分

区　　  分
自平成21.4. 1

至平成21.9.30

区　　  分

至平成21.9.30

前第２四半期
連結累計期間

前第２四半期

連結累計期間

（平成22.3.31）

当第２四半期

（平成22.9.30）（平成21.9.30）

比較増減(△)連結会計期間末
前連結会計年度末

前第２四半期

連結会計期間末

至平成22.3.31

自平成22.4. 1

前連結会計年度
当第２四半期

自平成21.4. 1

当第２四半期

自平成22.4. 1
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（３）平成 23 年３月期個別業績予想の概要 

                                （単位：億円、億円未満は四捨五入（一部端数調整）） 

第２四半期累計期間 通   期 
前期 当 期 前期 当 期 

H21.4.1～ 

H21.9.30 
H22.4.1～H22.9.30 H21.4.1～

H22.3.31
H22.4.1～H23.3.31 

    

 

実績 
※当初 

  予想 
実績 

対前期 対当初
実績 

※当初 

  予想 
修正 
予想 対前期 対当初 

受注高 4,223 4,400 4,050 △173 △350 9,829 10,650 10,650 821 ―

 土木事業 453 1,150 893 440 △257 1,674 2,300 2,300 626 ―

 国内 608 950 912 304 △38 1,577 1,950 1,950 373 ―

 
 

海外 △155 200 △19 136 △219 97 350 350 253 ―

 建築事業 3,649 3,150 3,059 △590 △91 7,893 8,100 8,100 207 ―

 国内 3,343 2,900 2,880 △463 △20 7,177 7,300 7,300 123 ―

 
 

海外 306 250 179 △127 △71 716 800 800 84 ―

 計 4,102 4,300 3,952 △150 △348 9,567 10,400 10,400 833 ―

 開発事業 75 40 27 △48 △13 137 100 102 △35 2

 その他 46 60 71 25 11 125 150 148 23 △2

売上高 5,458 4,900 4,419 △1,039 △481 11,304 10,800 10,300 △1,004 △500

 土木事業 1,717 1,300 1,139 △578 △161 3,353 2,840 2,460 △893 △380

 国内 1,063 940 807 △256 △133 2,199 1,940 1,760 △439 △180

 
 

海外 654 360 332 △322 △28 1,154 900 700 △454 △200

 建築事業 3,653 3,520 3,183 △470 △337 7,609 7,710 7,590 △19 △120

 国内 3,377 3,240 2,956 △421 △284 7,050 7,010 6,820 △230 △190

 
 

海外 276 280 227 △49 △53 559 700 770 211 70

 計 5,370 4,820 4,322 △1,048 △498 10,962 10,550 10,050 △912 △500

 開発事業 42 24 26 △16 2 216 98 102 △114 4

 その他 46 56 71 25 15 126 152 148 22 △4
％ 6.4 6.9 9.6 3.2 2.7 7.2 7.3 7.8 0.6 0.5

売上総利益 347 340 425 78 85 813 790 800 △13 10

 ％ 4.8 5.8 5.5 0.7 △0.3 4.2 6.8 6.7 2.5 △0.1

 土木事業 82 75 63 △19 △12 141 192 166 25 △26

 ％ 6.8 7.3 10.5 3.7 3.2 8.4 7.6 8.2 △0.2 0.6

 建築事業 249 256 333 84 77 642 589 624 △18 35

 ％ 6.2 6.9 9.2 3.0 2.3 7.1 7.4 7.9 0.8 0.5

 計 331 331 396 65 65 783 781 790 7 9

 ％ 30.8 20.8 30.5 △0.3 9.7 10.0 △11.2 △18.6 △28.6 △7.4

 開発事業 13 5 8 △5 3 21 △11 △19 △40 △8

 ％ 7.0 7.1 29.4 22.4 22.3 6.9 13.2 19.6 12.7 6.4

 その他 3 4 21 18 17 9 20 29 20 9

％ △4.8 △5.1 △5.3 △0.5 △0.2 △4.8 △4.8 △5.0 △0.2 △0.2

販管費 △258 △250 △235 23 15 △544 △515 △515 29 ―
％ 1.6 1.8 4.3 2.7 2.5 2.4 2.5 2.8 0.4 0.3

営業利益 89 90 190 101 100 269 275 285 16 10

営業外収益 42 30 36 △6 6 84 45 70 △14 25

営業外費用 △75 △60 △90 △15 △30 △102 △120 △155 △53 △35

（金融収支） 4 △12 0 △4 12 6 △44 △9 △15 35

％ 1.0 1.2 3.1 2.1 1.9 2.2 1.9 1.9 △0.3 ―

経常利益 56 60 136 80 76 251 200 200 △51 ―

特別利益 76 10 2 △74 △8 215 10 10 △205 ―

特別損失 △6 △10 △27 △21 △17 △251 △30 △30 221 ―

％ 2.3 1.2 2.5 0.2 1.3 1.9 1.7 1.7 △0.2 ―

税引前当期純利益 126 60 111 △15 51 215 180 180 △35 ―

法人税等 △63 △30 △58 5 △28 △142 △90 △90 52 ―

％ 1.2 0.6 1.2 ― 0.6 0.6 0.8 0.9 0.3 0.1

当期純利益  63 30 53 △10 23 73 90 90 17 ―

※「当初予想」は平成 22 年５月 13 日付で開示した業績予想を記載しております。なお、平成 22 年 10 月 20 日付で第２四半期
累計期間の業績予想を修正開示しておりますので、第２四半期累計期間の修正予想につきましては開示文書をご覧下さい。 
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（４）［個別］受注高･売上高･繰越高 

 

 

 

当第２四半期累計期間の主な受注工事 

東 日 本 高 速 道 路 ㈱ 東京外環自動車道 田尻工事 

東 京 エ レ ク ト ロ ン 宮 城 ㈱ 東京エレクトロン宮城株式会社本社工場新築工事 

京橋開発特定目的会社、第一生命保険㈱、片倉工業㈱、  

清水地所㈱、京橋三丁目特定目的会社、ジェイアンドエス保険サービス㈱  
（仮称）京橋３－１プロジェクト 新築工事 

三 井 不 動 産 レ ジ デ ン シ ャ ル ㈱ （仮称）目黒区下目黒二丁目計画 

西 日 本 旅 客 鉄 道 ㈱ おおさか東線東海道こ線橋外新設他工事 

 

 

 

 

 

①　受　注　高 (単位:百万円)

国 内 官 公 庁 22,224 ( 5.3 %) 51,537 ( 12.7 %) 29,312 131.9 77,606 ( 7.9 %)

国 内 民 間 38,574 ( 9.1  ) 39,649 ( 9.8  ) 1,074 2.8 80,083 ( 8.1  )

海 外 △ 15,478 ( △ 3.7  ) △ 1,881 ( △ 0.4  ) 13,596     ― 9,666 ( 1.0  )

計 45,321 ( 10.7  ) 89,305 ( 22.1  ) 43,983 97.0 167,356 ( 17.0  )

国 内 官 公 庁 7,253 ( 1.7  ) 17,285 ( 4.3  ) 10,031 138.3 58,644 ( 6.0  )

国 内 民 間 327,040 ( 77.5  ) 270,665 ( 66.8  ) △ 56,374 △ 17.2 659,042 ( 67.0  )

海 外 30,577 ( 7.2  ) 17,895 ( 4.4  ) △ 12,681 △ 41.5 71,640 ( 7.3  )

計 364,871 ( 86.4  ) 305,846 ( 75.5  ) △ 59,025 △ 16.2 789,327 ( 80.3  )

国 内 官 公 庁 29,478 ( 7.0  ) 68,822 ( 17.0  ) 39,343 133.5 136,251 ( 13.9  )

国 内 民 間 365,615 ( 86.6  ) 310,315 ( 76.6  ) △ 55,299 △ 15.1 739,126 ( 75.1  )

海 外 15,099 ( 3.5  ) 16,014 ( 4.0  ) 914 6.1 81,306 ( 8.3  )

計 410,192 ( 97.1  ) 395,151 ( 97.6  ) △ 15,041 △ 3.7 956,684 ( 97.3  )

7,516 ( 1.8  ) 2,755 ( 0.7  ) △ 4,760 △ 63.3 13,687 ( 1.4  )

4,598 ( 1.1  ) 7,094 ( 1.7  ) 2,495 54.3 12,559 ( 1.3  )

422,307 ( 100.0  ) 405,001 ( 100.0  ) △ 17,306 △ 4.1 982,930 ( 100.0  )

（注）（　）内のパーセント表示は、構成比率を示しております。

前第２四半期累計期間

至平成21.９.30

自平成21.４. 1 増減率

  （△）％

自平成22.４. 1

至平成22.９.30

比較増減(△)

合 計

区　　分

当第２四半期累計期間 前事業年度

自平成21.４. 1

至平成22.３.31

土

木

事

業

建

築

事

業

合

計

そ の 他

開 発 事 業
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当第２四半期累計期間の主な完成工事 

国 土 交 通 省 関 東 地 方 整 備 局 東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事 

二子玉川東地区市街地再開発組合 
二子玉川東地区第一種市街地再開発事業に係る施設建築物新築工事

（Ⅲ街区） 

赤坂四丁目薬研坂南地区市街地再開発組合 
赤坂四丁目薬研坂南地区第一種市街地再開発事業施設建築物新築

工事 

森 ト ラ ス ト ㈱ 仙台トラストタワー新築工事 

ア ル ダ ー ル 社 アラブ首長国連邦 ヤス島南トンネル工事 

 

 

 

 

 

②　売　上　高 (単位:百万円)

国 内 官 公 庁 55,747 ( 10.2 %) 48,635 ( 11.0 %) △ 7,111 △ 12.8 119,220 ( 10.6 %)

国 内 民 間 50,557 ( 9.3  ) 32,097 ( 7.3  ) △ 18,459 △ 36.5 100,662 ( 8.9  )

海 外 65,350 ( 12.0  ) 33,149 ( 7.5  ) △ 32,201 △ 49.3 115,437 ( 10.2  )

計 171,655 ( 31.5  ) 113,882 ( 25.8  ) △ 57,772 △ 33.7 335,320 ( 29.7  )

国 内 官 公 庁 24,443 ( 4.5  ) 33,941 ( 7.7  ) 9,497 38.9 54,580 ( 4.8  )

国 内 民 間 313,296 ( 57.4  ) 261,717 ( 59.2  ) △ 51,579 △ 16.5 650,393 ( 57.5  )

海 外 27,637 ( 5.0  ) 22,662 ( 5.1  ) △ 4,975 △ 18.0 55,942 ( 5.0  )

計 365,377 ( 66.9  ) 318,320 ( 72.0  ) △ 47,057 △ 12.9 760,915 ( 67.3  )

国 内 官 公 庁 80,191 ( 14.7  ) 82,577 ( 18.7  ) 2,386 3.0 173,800 ( 15.4  )

国 内 民 間 363,854 ( 66.7  ) 293,814 ( 66.5  ) △ 70,039 △ 19.2 751,055 ( 66.4  )

海 外 92,987 ( 17.0  ) 55,811 ( 12.6  ) △ 37,176 △ 40.0 171,380 ( 15.2  )

計 537,033 ( 98.4  ) 432,203 ( 97.8  ) △ 104,829 △ 19.5 1,096,235 ( 97.0  )

4,194 ( 0.8  ) 2,624 ( 0.6  ) △ 1,569 △ 37.4 21,606 ( 1.9  )

4,598 ( 0.8  ) 7,094 ( 1.6  ) 2,495 54.3 12,559 ( 1.1  )

545,826 ( 100.0  ) 441,922 ( 100.0  ) △ 103,904 △ 19.0 1,130,401 ( 100.0  )

（注）（　）内のパーセント表示は、構成比率を示しております。

前第２四半期累計期間

増減率

至平成22.９.30至平成21.９.30

土

木

事

業

比較増減(△)区　　分

  （△）％

建

築

事

業

合

計

開 発 事 業

合 計

そ の 他

至平成22.３.31

前事業年度

自平成21.４. 1自平成22.４. 1自平成21.４. 1

当第２四半期累計期間
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主な次期繰越工事 

新 ド ー ハ 国 際 空 港 運 営 委 員 会 カタール 新ドーハ国際空港旅客ターミナル複合施設新築工事 

アルジェリア政府 公共事業省高速道路公団  アルジェリア 東西高速道路建設工事（東工区） 

郵 便 局 ㈱ 丸の内２丁目計画（仮称）新築工事 

トルコ政府 運輸通信省鉄道・港湾・空港建設局  トルコ ボスポラス海峡横断鉄道建設工事 

㈲ 東 京 プ ラ イ ム ス テ ー ジ （仮称）大手町１－６計画のうち、敷地内本体工事 

 

③　繰　越　高 (単位:百万円)

国 内 官 公 庁 141,857 ( 9.4 %) 136,667 ( 9.5 %) △ 5,189 △ 3.7 133,766 ( 9.0 %)

国 内 民 間 101,657 ( 6.8  ) 100,613 ( 7.0  ) △ 1,043 △ 1.0 93,061 ( 6.3  )

海 外 135,426 ( 9.0  ) 75,453 ( 5.2  ) △ 59,973 △ 44.3 110,483 ( 7.5  )

計 378,941 ( 25.2  ) 312,734 ( 21.7  ) △ 66,207 △ 17.5 337,311 ( 22.8  )

国 内 官 公 庁 170,420 ( 11.3  ) 175,018 ( 12.1  ) 4,598 2.7 191,675 ( 13.0  )

国 内 民 間 800,663 ( 53.2  ) 804,517 ( 55.7  ) 3,854 0.5 795,569 ( 53.7  )

海 外 142,632 ( 9.5  ) 150,624 ( 10.5  ) 7,991 5.6 155,390 ( 10.5  )

計 1,113,716 ( 74.0  ) 1,130,160 ( 78.3  ) 16,444 1.5 1,142,635 ( 77.2  )

国 内 官 公 庁 312,278 ( 20.7  ) 311,686 ( 21.6  ) △ 591 △ 0.2 325,441 ( 22.0  )

国 内 民 間 902,320 ( 60.0  ) 905,130 ( 62.7  ) 2,810 0.3 888,630 ( 60.0  )

海 外 278,059 ( 18.5  ) 226,077 ( 15.7  ) △ 51,981 △ 18.7 265,874 ( 18.0  )

計 1,492,657 ( 99.2  ) 1,442,894 ( 100.0  ) △ 49,762 △ 3.3 1,479,946 ( 100.0  )

11,394 ( 0.8  ) 283 ( 0.0  ) △ 11,110 △ 97.5 152 ( 0.0  )

       ― (    ―  )        ― (    ―  )      ―     ―        ― (    ―  )

1,504,051 ( 100.0  ) 1,443,178 ( 100.0  ) △ 60,873 △ 4.0 1,480,099 ( 100.0  )

（注）（　）内のパーセント表示は、構成比率を示しております。

前第２四半期会計期間末 当第２四半期会計期間末 増減率

  （△）％（平成22.９.30）
区　　分 比較増減(△)

（平成21.９.30）

合 計

土

木

事

業

建

築

事

業

合

計

そ の 他

開 発 事 業

前事業年度末

（平成22.３.31）
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